
秋田県衛生科学研究所報、 45、21~23(2001) 

平成12年度インフルエンザ流行予測感受性調査成績について

佐藤宏康 斎藤博之 原田誠三郎＊

国が実施する流行予測事業に協力し、インフルエンザ感受性調査を実施した。秋田市在住の253名を対象に 5種類の

インフルエンザウイルスについて赤血球凝集抑制（HI)抗体保有状況を調査した。

その結果、 10倍スクリーニングではAソ連型のA／ニューカレドニア／20/99に対しては30.4%、同型のA／モスク

ワ／13/98に対しては70.0%、A香港型のA／パナマ／2007/99に対しては77.9%、B／山梨／166/98に対しては32.2

％、 B／山東／07/97に対しては12.3％の保有状況であった。 B型に対する抗体保有率が低いことからB型インフルエ

ンザによる流行が懸念された。
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I はじめに

インフルエンザの流行は毎年冬期にみられるが、最近

では流行が5月まで続くことがしばしば観察されている。

また、 1シーズンに数種類のインフルエンザウイルスが

同時に流行する現象も経験されている。

インフルエンザ流行前に、国民への侵襲が予測される

ウイルスに対して免疫保有状況を把握する目的で、国で

は各都道府県に感受性調査（免疫保有状況調査）を依頓

している。平成12年度は本県においても感受性調査を実

施したので、その成績を若干の考察を加えて報告する。

11 材料及び方法

1.材料

1)被検血清

, (1) 調査への同意

インフォームド・コンセント（十分な説明と同意）

が得られた人を対象とし、検査結果は県健康対策課か

ら各個人へ通知することとした。

(2) 採取期間

平成12年9月1日～平成12年11月17日

(3) 年齢区分

表1に示したように年齢区分及び検体数は0~4歳

(31検体）、 5~9歳 (28検体）、 10~14歳 (27検体）、

15~19歳 (29検体）、 20~29歳 (28検体）、 30~39歳

(26検体）、 40~49歳 (29検体）、 50~59歳 (27検体）、

60歳以上 (28検体）の9区分、合計253検体である。

(4) 採取と保存

秋田赤十字病院、市立秋田総合病院、厚生連秋田組

合総合病院、（医）明和会中通総合病院の協力を得て

採取し、当所で血液回収を行い、分離血清は使用時ま

でー20℃に保存した。

(5) ワクチン接種

対象者253名全員が平成12年度のインフルエンザワ

クチンA／ニューカレドニア／20/99(HlNl)、A

／パナマ／2007/99 (H3N2)、B／山梨／166/98の

接種を受けていない。

2)使用抗原

WHOインフルエンザ・呼吸器ウイルス協カセンター

より分与されたA／ニューカレドニア／20/99

(HlNl)、A／モスクワ／13/98(HlNl)、A／パナ

マ／2007/99 (H3N2)、B／山梨／166/98、B／山

東／07/97の5種類を用いた。

3)血球浮遊液

0.5％ニワトリ赤血球浮遊液を使用した。

2.検査方法

赤血球凝集抑制抗体（以下、 HI抗体と略す）の測定

は、 WHOインフルエンザ・呼吸器ウイルス協カセンター

から配布されたプロトコール！）に準じて実施した。

皿 結果及び考察

1. 10倍スクリーニングによる抗体保有状況

HI抗体価10倍以上を抗体陽性として、その保有率を

年齢区分別、使用抗原別に表1、図1に示した。

Aソ連型ではA／モスクワ／13/98の保有率70.0％に

比較し、 A／ニューカレドニア／20/99の保有率は30.4

％と二分の一以下で、特に、 20歳代以上の年齢層で保有

率の差が大きかった。このことはA／モスクワ／13/98

タイプの成人層での侵襲が大きかったことを示している

l．現大館鹿角健康福祉センター
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図 1 年齢区分別 HI抗体保有状況
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と考えられた。

A香港型のA／パナマ／2007/99は0~4歳を除く各

年齢区分で60%以上の高い抗｛本保白半を示した。

山東／07/97は10~14歳以下の年齢層では抗体保存率が

低く、これまで大きな侵襲を受けていないことが推察さ

れた。 B／山梨／166/98とB/111束／07/97の保有状

況を比較すると 5~9歳、 10歳代 (10~14歳と15~19歳）

と30歳代及び40歳代で大きな差が認められた。 50歳代以

上の年齢層では二つのB型株についても低い保有率であっ

た。また、 B／山束／07/97の保有率は20儀代にヒ°ーク

A香港型が過去に大きな侵襲を繰り返してきた結果と

推定された。

一方、 B型はA型のA／モスクワ／13/98やA／パナ

マ／2007/99に比較して保育率が似かった。牛寺に、 B/
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表 1 年齢区分別検体数と10倍スクリーニングによる抗体保有状況

年齢区分 検体数
A／ニューカレドニア／20/99 A／モスクワ／13/98 A／ベナマ／2007/99 B／山梨／166/98 B／山東／07/97

保有数（率） ．保有数（率） 保有数（率） 保有数（率） 保有数（率）

0 ~ 4 31 11 (35.5") 11 (35.5) 
っ

14 (45.2) 5 (16.1) 0 (0.0) 

5 ~ 9 28 15 (53.6) 18 (64.3) 25 (89.3) 12 (42 9) 2 (7.1) 

10~14 27 lG (59.3) 22 (81.5) 26 (96.3) 21 (77.8) 2 (7.4) 

15~19 29 14 (48.3) 26 (89.7) 27 (93.ll 18 (62.1) 7 (24.1) 

20~29 28 5 (17.9) 26 (92.9) 23 (82.1) 12 (42.9) 14 (50.0) 

30~39 26 5 09.2) 22 (84.6) 24 (92.3) 6 (23.1) 2 (7.7) 

40~49 29 6 (20.7) 20 (69.0) 23 (79.3) 11 (37.9) 2 (6.9) 

50~59 27 1 (3. 7) 16 (59.3) 18 (66.7) 2 (7 4) 0 (0.0) 

60~ 
~ ~ 

28 4 04.3 l 16 (57.1) 17 (6°'7) 2 (7.1) 2 (7.1) 

合計 253 77 (30.'1) 177 (70.0) 197 (77.9) 84 (33.2) 31 (12.3) 

※（％） 

表2 年齢区分別検体数と40倍スクリーニングによる抗体保有状況

年齢区分 検体数
A／ニューカレドニア／20/99 A／モスクワ／13/98

保有数（率） 保有数（率）

0 ~ 4 31 5 (16.1 ") 0 (0.0) 

5 ~ 9 28 11 (39.3) 6 (21.4) 
10~14 27 10 (37.0) 22 (81.5) 
15~19 29 4 (13.8) 22 (75 9) 

20~29 28 1 (3.6) 16 (57.1) 

30~39 26 0 (0.0 l 1 2 (4 6. 2) 

40~49 29 0 (0.0) 7 (24.1) 

50~59 27 0 (0.0) 4 (14 8) 

60~ 28 2 (7.1) 8 (28.6) 

合計 253 33 (13.0) 97 (38.3) 

※（％） 

(50％の保有率）があった。

2. 40倍スクリーニングによる抗体保有状況

10倍スクリーニングによる抗体保有率に比較し、 40倍

スクリーニングでは、 A型の保有率は平均で約二分の一

程度の減少であったか、 B型ではB／山梨／166/98カゞ

33.2％から9.1％に、また、 B／山東／07/97が12.3％が

ら2.0％に減少した（表 2、図 1)。

B／山東／07/97に対する保有率か20歳代にピークを

形成することも含めて、秋田県内のA凡リ及びB)刊に対す

る抗体保有調査成績は全国的調査成結2)と同様の傾向で

あった。

この様な抗｛本保有状況下で、 B型インフルエンザウイ

｝レスの侵襲を受utこ均合B型による大きな涜行か懸念さ
れていた。

実際、平成13年 2月から平成13年 5月までのインフル

エンサ流行期開中に秋田屎内て上気遺疾忠患者（364名）

がら分離されたインフルエンザウイ）レスは172株で、多

い順にB型90株52.3%、Aソ連型50株29.1%、A香港型

32株18.6％であった。これは本調査の抗体保有率の低い

顧とほぽ一致する結果であった。

今回のウイルス分離対象検体ぱ小児科領域からの採取

が多く、 15歳以下が99.7％を占めたが今後成人層へも対

象を広げ抗（本保有状祝とインフルエンサウイルス分離状
！ 
況について検討していきたいと考えてじる。
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A／パナマ／2007/99 B／山梨／166/98 B／山東／07/97

保有数（率） 保有数（率） 保有数（率）

12 (38.7) 1 (3.2) 0 (0.0) 

20 (71.4) 2 (7.1) 0 (0.0) 

19 (70.4) 8 (29 6) 1 (3.7) 

14 (48.3) 7 (24.1) 0 (0.0) 

13 (46.4) 2 (7.1) 4 04.3) 

15 (57.7) 1 (3.8) 0 (0.0) 

7 (24.1) 2 (6.9) 0 (0.0) 

3 (11.1) 0 (0.0) 0 (0.0) 

9 (32.1) 0 (0.0) 0 (0.0) 

112 (44.3) 23 (9.1) 5 (2.0) 

IV まとめ

1. 10倍スクリーニングによる抗体保有率はA／モスク

ヮ／13/9とA／パナマ／2007/99はそれぞれ70.0%、

77.9％を示し、 40倍スクリーニングにおいても同ウイ

ルスの保有率はそれぞれ38.3%、44.3％を示した。

2. B型は抗体保有率、抗体価ともに低く、特に、 B/

山東／07/97は10倍スクリーニングによる抗体保有率

は12.3％であった。
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